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住
民
異
動
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

新生活を始める方へ

　

４
月
は
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
入
学
や
就
職
、
転
勤
さ
れ
る
方
も
多
い
時
期

で
す
。

　
今
ま
で
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
新
し
い
と
こ
ろ
へ
引
っ
越
す
方
へ
、
必
要

な
届
出
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こんなとき 種　類 届出期間 ①、②のほかに持参するもの

町外から古殿町に
移ってきたとき 転入届 引っ越してきた日か

ら14日以内
・転出証明書（前の住所地で発行）
・通知カードまたはマイナンバーカード

古殿町から町外へ
移るとき 転出届 引っ越す予定日の前

および14日以内

転出先の住所、世帯主、転出予定日をあら
かじめ調べておいてください。
該当者のみ
・国民健康保険証
・印鑑登録証
・乳幼児・児童及び生徒医療費受給者証
・後期高齢者医療被保険者証
・介護保険被保険者証

町内で住所を移し
たとき 転居届 引っ越しした日から

14日以内

該当者のみ
・国民健康保険証
・通知カードまたはマイナンバーカード
・乳幼児・児童及び生徒医療費受給者証
・後期高齢者医療被保険者証
・介護保険被保険者証

世帯主が変わった
とき

世　帯
変更届

変更した日から14
日以内 該当者のみ・国民健康保険証

【問い合わせ】住民税務課　☎53－4617　☎53－4618

主な届出 ※�届出には①印鑑、②届出人の本人確認ができるもの（運転免許証、パスポート
など官公署が発行する顔写真入りの証明書など。）が必要です。

　

転
入
や
転
出
に
よ
っ
て
、
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
町
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。
届
出
期
間
内
に
正
し
い
住
所
の
手
続
き
を
し
な
い
で
い
る
と
、
選
挙
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
子
ど
も
の
健
診
や
入
学
な
ど
に
影
響
が
で
て
き
た
り
と
、

様
々
な
場
面
で
不
具
合
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

住
所
が
変
わ
る
と
き
は
…

　

こ
の
時
期
、
役
場
の
窓
口
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
、
正
午
か
ら
午
後
２
時
頃
ま
で
は
、
昼
休
み
を
利
用
し

て
来
庁
さ
れ
る
方
で
混
雑
し
ま
す
。
時
間
に
は
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

届
出
は
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

　
本
人
確
認
書
類
が
な
く
て
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ら
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
請
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
付
い
て
い
る
申
請
書
に
記
入
、
押
印

の
上
、
写
真
を
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
く
ま
で
２
～
３
ヵ
月
か

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
便
利
で
す
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新生活を始める方へ

健康保険と年金の変更 届出期間は、異動した日から14日以内
※届出には①印鑑、②年金手帳が必要です。

こ　ん　な　と　き 種　類 ①、②のほかに持参するもの

職場の健康保険をやめたとき
取得届

（国保・国民
年金に加入）

・社会保険資格喪失証明書
（職場の健康保険をやめた年月日のわかる書類）
・通知カードまたはマイナンバーカード

職場の健康保険の被扶養者から
はずれたとき

・被扶養者資格喪失証明書
（健康保険からはずれた年月日のわかる書類）
・通知カードまたはマイナンバーカード

職場の健康保険に加入したとき

喪失届
（国保を脱退）

・ 今まで使用していた国民健康保険証
・ 新しく加入した職場の健康保険証（交付が遅れている
  場合は、加入年月日のわかる書類）
・ 通知カードまたはマイナンバーカード職場の健康保険の被扶養者と

なったとき

税　証　明　書　に　つ　い　て

電
話
予
約
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
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岡部文夫さん（上山上）が
� 農林水産大臣表彰を受賞

▲副知事から表彰状を受け取る
　岡部さん

▲レプリカで１億円の重みを体験 !!

▲税金は何に使われているのかな？

　長年にわたる統計調査の調査員としての功績が認められ、岡部文夫さん（上山上）が農林水産大臣表
彰を受賞され、２月５日に開かれた「平成27年度福島県統計功労者表彰式」において、表彰状が手渡さ
れました。
　岡部さんは、昭和40年に農林業センサスの調査員に任命されて以来、11回にわたって同調査に従事さ
れたのをはじめ、国勢調査や工業統計調査など、数多くの統計調査に従事されています。

古殿小学校で租税教室を開催

古殿町へ寄附金の贈呈

　１月19日、古殿小学校で町住民税務課による租税教
室が開催されました。
　租税教室は、児童のみなさんに、税金とは「社会共
通の費用をまかなう会費」であるということを学んで
もらい、なぜ税金が必要か、また、税金が社会のため
にどのように使われているかなどを学んでもらうため
に毎年開催しています。

　２月９日、富士通テレコムネットワークス福島㈱ 代表取締役社長 井上 保氏が役場を訪れ、濱津副町
長に寄付金が手渡されました。頂きましたご寄付は町政発展のため有効に活用させていただきます。あ
りがとうございました。

　児童たちは、ビデオ学習やクイズなどを通
して、税金に関する理解を深めました。
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平 成 28 年 ３ 月 から

介護予防･日常生活支援総合事業（総合事業）
� が始まります
●介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）とは
　高齢者が住み慣れた地域で、いつまでも自分らしく暮らせるためにも、介護・医療・予防
等のサービスを確保するとともに、介護保険料の上昇をできるだけ抑え、介護保険制度が持
続するよう考えていく必要があります。
　古殿町では、平成28年３月から65歳以上のすべての方の介護予防を目的とした｢介護予
防・日常生活支援総合事業｣が始まります。この事業では、一人ひとりの状態に合わせた
サービスを利用することができます。また、今までは介護保険の認定を受けてからサービス
を利用していましたが、基本チェックリストでの判定のみで、総合事業対象者は、介護予防
サービスの一部（ホームヘルプサービス、デイサービス等）が利用できるようになります。
　今後、総合事業では、これまでと同様のサービスに加え、より多様なサービスが創設されます。

●介護予防・生活支援サービス事業
１．対象者
　⑴　平成28年３月１日以降に介護認定要支援１・２と認定された方
　⑵�　平成28年３月１日以降に｢基本チェックリスト｣により介護予防・生活支援サービス事業対
象者と判定された方

　※�総合事業以外の給付サービス（福祉用具貸与･購入、
　　住宅改修、ショートステイ等）が必要になったとき
　　や状態が変化した時には、介護認定の申請をするこ
　　とができます。

２．事業内容の例
　⑴　訪問型サービス（ホームヘルプサービス等）　　　　　　　　　　　　　　　　
　⑵　通所型サービス（デイサービス、元気はつらつ教室等）
　⑶　生活支援サービス

●一般介護予防事業
１．対象者
　⑴　第1号被保険者（65歳以上）のすべての方

２．事業内容の例
　⑴　介護予防把握事業
　⑵　介護予防普及啓発事業（いきいきくらぶ、転倒予防教室、足腰げんき教室、リハビリ教室等）
　⑶　地域介護予防活動支援事業
　⑷　地域リハビリテーション活動支援事業

※基本チェックリストとは
ご本人の普段の身体・気持ちや活動
の状況を確認する質問項目の事です。
これを行う事で、介護認定を受けな
くても、必要なサービスを利用でき
るようになります。
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２
月
15
日
、
日
本
大
学
工

学
部
建
築
学
科
の
浦
部
研
究

室
と
町
の
官
民
連
携
調
査
事

業
「
観
光
・
地
域
資
源
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

の
報
告
会
が
役
場
大
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
観
光
・
地

域
資
源
を
中
心
と
し
た
、
次

世
代
に
繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
の

提
案
事
業
と
し
て
、
昨
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

今
年
度
は
、『
施
設
の
潜

在
需
要
を
引
き
出
す
提
案
』、

『
御
斉
所
街
道
の
潜
在
需
要
を

引
き
出
す
提
案
』、『
既
存
イ

ベ
ン
ト
の
潜
在
需
要
を
引
き

出
す
提
案
』、『
古
殿
町
の
地

形
・
景
観
を
活
か
し
た
提
案
』

の
４
つ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
は
、
全
世
帯
で
２
回

実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

調
査
の
結
果
を
元
に
、
昨
年

度
の
提
案
よ
り
規
模
が
縮
小

さ
れ
、
既
存
の
建
築
物
を
活

か
し
た
も
の
と
な
り
、
よ
り

現
実
的
な
提
案
と
な
り
ま
し

た
。

　

報
告
を
聞
い
た
住
民
の
方

か
ら
は
、「
全
て
を
実
現
す

る
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、

１
つ
で
も
実
現
で
き
た
ら
い

い
。」
と
い
っ
た
意
見
や
、

「
町
内
の
人
だ
け
で
な
く
、
町

外
の
人
と
も
交
流
で
き
る
よ

う
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。」

と
い
っ
た
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

日本大学工学部
×

古  殿  町

憩いの森公園周辺の傾斜を活かした「多目的施設」
の提案。カフェや学習室、宿泊施設などが併設さ
れている。

八幡神社に「公衆トイレ」の提案。
２階部分に上がると高い位置か
ら流鏑馬を見ることができる。

三
株
山
頂
の「
富
士
見
台
」の
提
案
。

既
存
の
倍
の
高
さ
に
し
、
よ
り
高

い
視
点
で
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

▲
▲

▲
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古小だより
　春 ３学期も半ばに !!
　２月４日は立春でした。暦の上では春ですが、校
庭の所々には、子どもたちがかき集めた雪が残って
います。前日の３日、校内では、５年生の年男・年
女が各教室に出かけて豆まきをしました。待ちかま
えていた１年生から６年生の子どもたちが、自分の
心の鬼を大きな声で追い出し、今年も頑張ろうと誓
いをたてていました。
　２月に入ると３学期は一日一日が早く感じられま
す。今週は学力テストを行い、「１年間の学習がど
れだけ身についたか。」「身につけたことをどれだけ

応用できるか。」等を確認し、今後の復習に役立てていきます。
　高学年では宿題の他に、自主学習で予習や復習を
しています。この習慣が中学校での学習につながっ
てくれればと思います。他の学年でも「ノートいっ
ぱい」を目標にがんばっています。
　昨年の12月に「ノートいっぱいコンテスト」を校
内で実施しました。１月には「よいノート」に選ば
れた子どもたちに賞状を送りました。ノート作りは
学習を確かなものにするためとても大事です。これ
からも子どもたちを励ましたり、奮起させたりして、

学 習 す る 力
を高めていきたいと考えています。
　学力テストが終わると、３学期もいよいよ半ばです。６
年生は卒業に向けての準備に入り、他の学年も、学年のま
とめや、お世話になった６年生への感謝会準備と慌ただし
く過ごします。その他にも今年度中に終わらせておくこと
がいくつか出てきて忙しい毎日になります。

　毎週火曜日と木曜日は、６年生とのふれ合いの時
間として、校長室で給食をいっしょに食べています。
学級の枠を外した６人組のグループがやってきて、
食事をしながら小学校生活の思い出や中学校生活、
将来のこと等について聞いています。楽しく元気に
話す６年生の姿が見られるのも残り１ヶ月半です。

◇立春　３学期も半ばに !! ◇

◇６年生と会食◇

かき集めた雪で滑り台

職員室で豆まきする５年生

会食を楽しむ６年生
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館報

furudono

第６９２号

≪３つの運動≫

1. 時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

（平成28年３月号）

編集　古殿町公民館
電　 話　53－2305
Ｆ Ａ Ｘ　53－2500

寿大学　健康マッサージ

　

平
成
27
年
度
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
を
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
で
行
い
ま

し
た
。
１
回
目
の
１
月
24
日
は
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
28
人
が
、
２
回
目

の
２
月
７
日
に
は
26
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
１
回
目
は
雪
が
降
り
続
き
、
視
界

が
悪
い
状
況
で
し
た
が
、
２
回
目
は
天

気
も
良
く
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
い
っ

ぱ
い
滑
り
ま
し
た
。
午
前
中
う
ま
く
で

き
な
か
っ
た
教
室
生
た
ち
も
、
終
わ
る

こ
ろ
に
は
か
な
り
上
達
し
、
自
然
と
笑

顔
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
先
生
方
の
熱

心
な
指
導
で
、
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
も
な

く
無
事
に
教
室
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

来
年
度
も
２
回
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　２月７日㈰、ホテル松多屋にて第４回目となる石川地方５町村の広域連携事業
の「石川コン」が開催されました。今回の石川コンでは、男性87名、女性67名の
計154名が参加しました。そして、参加者のＰＲタイムやお笑いライブ、フリー
タイムがあり、大いに盛り上がっていました。
　今回の石川コンでは、19組のカップルが誕生しました。平成28年度も２回開催
予定となっていますので、独身の方は参加してみてはいかがでしょうか。

第４回石川コン開催!
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田
口
の
館
群
（
田
口
館
・
館
平
舘
・
釣
ノ
館
）

　

田
口
地
区
に
は
三
ヵ
所
に
城
郭
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
こ
れ
ら
の
城
郭
跡
に
つ
い
て
順
に
記
述
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

①
田
口
館
（
北
条
館
、
天
王
館
、
館
山
）

　

田
口
館
は
下
青
柳
の
鮫
川
の
南
岸
に
あ
り
、
眼
下
に
鮫
川
を
臨
む
丘
陵
地
に
あ
り
、
駒
ケ
城
か
ら
西
に
約
一
キ
ロ
離
れ
た

地
点
に
あ
る
。
九
竜
川
と
鮫
川
の
合
流
点
の
あ
る
場
所
で
も
あ
る
。

　

こ
の
合
流
点
の
存
在
も
こ
の
地
点
が
選
ば
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
の
館
は
北
条
館
と
も
い
う
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
北

条
時
頼
の
居
城
で
あ
っ
た
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
『
町
史
』
も
い
う
よ
う
に
、
石
川
氏
と
鎌
倉
北
条
氏
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

田
口
館
は
い
く
つ
か
の
曲
輪
の
段
に
わ
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
既
に
採
土
な
ど
で
大
き
く
削
ら
れ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
、
館

の
最
高
所
は
大
き
な
平
場
と
な
っ
て
い
て
、
二
段
に
分
か
れ
て
い
て
、
高
い
方
を
曲
輪
Ⅰ
と
す
る
。
こ
こ
は
あ
ま
り
破
壊
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
本
丸
と
見
て
よ
い
、
そ
の
南
に
一
段
下
を
曲
輪
Ⅱ
と

す
る
。
こ
こ
は
大
分
削
平
地
を
広
げ
た
感
が
あ
り
、
か
つ
て
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
曲
輪
Ⅰ
と
Ⅱ
の
間
に
は
北
の
端
に

両
曲
輪
を
つ
な
ぐ
板
土
橋
ａ
が
あ
る
、
こ
れ
は
本
来
の
虎
口
の
可
能
性
が
あ
る
。
曲
輪
Ⅱ
の
東
南
の
側
面
に
は
い
く
つ
か
の

削
平
地
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
腰
曲
輪

と
し
て
生
き
て
い
る
。
曲
輪
Ⅰ
に
は

無
名
の
石
碑
が
あ
る
。
曲
輪
Ⅰ
の
北

に
も
削
平
地
が
あ
り
、
こ
こ
を
曲
輪

Ⅲ
と
す
る
と
、
こ
こ
も
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
入
っ
て
土
採
り
を
し
た
よ
う

で
あ
る
が
、
も
と
も
と
広
い
曲
輪
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
以
上
の
よ
う

に
三
つ
の
曲
輪
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
破
壊
後
も
曲
輪
の
構
成
自
体
は

あ
ま
り
大
き
く
か
わ
っ
て
い
な
い
、

虎
口
も
ほ
と
ん
ど
分
ら
な
い
が
、
構

造
的
に
は
単
純
な
の
で
古
い
時
期
の

館
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

�

（
編
纂
室
長　

竹
貫
義
英
）

編
さ
ん
室
だ
よ
り

平成28・29年度　 －  学 級 生 募 集  －

シニア学級寿　大　学

対　　象　50歳～ 69歳まで
日　　程　�月１回程度（午前２時間程度）
定　　員　30名程度
内　　容　�講話・七宝焼・インド料理・研修

旅行・ 映画鑑賞・レクダンス等
申込期間　３月18日㈮まで
申  込  先　町公民館　☎５３－２３０５

対　　象　70歳以上
日　　程　�月１回程度（午前２時間程度）
定　　員　50名程度
内　　容　�講話・お香・グランドゴルフ
　　　　　研修旅行・干支作り・屋内運動
申込期間　３月18日㈮まで
申  込  先　町公民館　☎５３－２３０５

　新しいことにチャレンジして趣味を広
げたり、仲間つくりしたりする場とし
て、楽しんで参加してみませんか。

　一人で出来ないことを、みんなで楽し
んでチャレンジして生きがいある生活を
おくりませんか。


